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下藤根遺跡は，秋田県平鹿郡平鹿町中吉田にあり，昭和48年県立博物館，秋田考

古学協会の調査で土師器，住居跡等の発見された中藤根遺跡に隣接する遺跡であ

ります。この遺跡が県営闘場整備事業に伴う「秋田県営皆瀬2号幹線水路工事」

実施区域内に所在するため，その一部が滅失するおそれがあり，緊急発掘調査を

実施しました。この遺跡の調査により，横手盆地内に所在する周知遺跡との関連

において，貴重な資料を提供するものと思われます。

本報告書が研究者をはじめ，遺跡、に関心を持っておられる方々に広く活用され

ることを期待すると共に，本報告の刊行にあたり，調査並び、に報告書の執筆にあ

たられた調査員の方々，発掘に際し，ご協力いただきました平鹿町教育委員会の

方々に深甚の謝意を表する次第であります。

昭和 51年 3月

秋田県教育委員会

教育長畠山芳郎
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1 .本報告は，秋田県平鹿郡平鹿町中吉田字下藤根に所在する遺跡の発掘調査報告である 0

2 .調査期日は，昭和50年 7月15日より 7月29日までである。

3 .調査主体者は，秋田県教育委員会である。

4.調査担当者 富樫泰時，庄内昭男

5 .調査参加者

調査補助員 小松正夫，日野久，石郷岡誠一

調査協力者 五十嵐芳郎，伊藤孝憲，船木義勝，畠山憲司，庄内公子，大友俊和

藤原妃敏

地元協力者 佐藤賢作，伊藤吉弥，伊藤耕作，伊藤伸二，伊藤利雄，伊藤博，伊藤厳

伊藤養司，柿崎喜助，柿崎みつ子，藤井春雄，伊藤せい子，藤井まき子

伊藤むつ子

整理作業協力者 谷口重光，小林克，三浦薫，菅原純子，鎌田和子，富樫富士子

古屋久勝，佐藤満，大友幹雄

6.調査協力機関 平鹿町教育委員会

7 .本報告の執筆について

Iは，富樫泰時が， II.III.N.Vは，庄内昭男が執筆した。

編集は，庄内昭男が担当した。

8.遺物について

土器の実測， トレースは庄内昭男が，石器の実測， トレースは庄内公子が行った。

遺物の実~~IJ で口縁部が欠損したものについては，欠損の割合に応じて，口縁部の基準線

を一部あけた。

遺物は原則として73'， Xに統一した。実測図と写真図版の番号を合わせた。

第20・21図の石器は対に縮尺した。

9 .遺構について

遺構は，?{O， t{oで平板測量した。本報告書の遺構実測図は任意の縮尺となっており，ス

ケールを付している。

遺構のトレースは富樫泰時が行った。

10. 図版について

写真図版の作成は，富樫泰時，庄内昭男が行った。

11.出土土器表は，宮城県教育委員会「宮城県文化財調査報告書第25集 東北新幹線関係遺跡

調査報告書(l)Jを参考にした。
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1 i童E罫¥(J) 主題 環境

下藤根遺跡は秋田県平鹿郡平鹿町中吉田字下藤根にある。横手市の南西約 7kmのところにあ

り，標高約55mを測る横手盆地の平担地にある。

一昨年発掘調査した中藤根遺跡(秋田県教育委員会「中藤根遺跡」昭和的年 3月)は六ヶ村

堰をはさんで東にある。六ヶ村土産は七!?瀬]11に源をもちヲそこから分流して，十文字町 平鹿町

を北に流れて大出市に至っている。平鹿， fIll北地区の穀倉地帯の水源として大きな役割をもっ

ている堰である。この土産が何時頃から六ヶ村土医と呼ばれ，その六ヶ村はどの村々を指すかはっ

きりしないが，かつては清水川(現在俗称としてこう呼ばれている)と呼ばれていた形跡があ

る。それは真澄の「雪出羽路一一平鹿郡八J (秋田叢書 6巻412頁・昭和 5年10月)によれば、

「弁財天女，社……藤根村の社也。東に清水川あり，此水上に麿清水，観音清水なンどいふ寒

水あり。」とあり，清水川と呼んでいるのである。とすると六ヶ村堰と呼ばれる以前から)11とし

てこの付近を流れていたと考えられるのである。また，この)11の流域には下藤根遺跡，中藤根

A.B遺跡というように点々と遺跡がありラ古代の人々の生活に大きな役割をはたしていたの

ではないかとj1をj射される。

下藤根遺跡は所謂藤根部落の中心にある。部落を東西に走る道があり，この道と直交して六

ヶ村躍が南から北に流れ，この流れを利用した養鰹場，その横に県南食品株式会社がある。遺

跡は会社の裏付七)にあり，草地と畑地であった。ここは六ヶ村壌の自然堤防と考えられる。

遺跡は発掘調査後豚舎が建てられ，様子は一変している。

下藤根遺跡のある横手盆地には多くの遺跡がある。すなわち周辺の山麓及び丘陵地には!日石

器時代から縄文時代の遺跡が，平地には縄文時代後期から晩期，弥生時代，古代と各時代の遺

物・遺構が確認されている。その中で下藤根遺跡と直接あるいは間接的に関連あると思われる

古代の遺跡は70ヶ所はどある。(県立博物館第 1展示室・後三年の役参照)これらの中には条里市lj

の遺構といわれている地域が直ぐ東間にあり(石母rn正「辺境の長者ドト(=:)歴史評論」昭和

33年 1月他)西側には雄勝城の擬定地として調査されている足田遺跡(昭和39年 3月他)また

少し北には金沢棚跡(昭和信年 3月他)払田概跡、(昭和50年 3月)などがある。

2 
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口調 経過

発撞調査にいたる経過

平鹿郡中吉田藤根地区は，国場整備事業にともない「秋田県営皆瀬 2号幹線水路工事」地域

内に所在しており予遺跡の一部が破壊されるおそれがあるということであった。藤根地区の遺

跡所在については，秋田県遺跡地名表(秋田県文化財a報告第 I集 昭和33)にも記載されてお

り，昭和48年 8月20日から30日までの10日間，伊藤吉弥氏所有の果樹園を氏の協力を得て，発

掘調査が行なわれている。調査は，秋田県立博物館の調査委託により，秋田考古学協会があた

った。今回の調査区域は，昭和48年度の調査地区であるA地区から，六ヶ村堰の水路を間には

さんてや50m程離れた地区であり，小字名は下藤根となっている。地番は，秋田県平鹿郡平鹿町

中吉田字下藤根70-2である。以前は， リンゴ屈であり，調査直前には，すでに樹木は切り倒

され，切り株を残す程度で草地となっていた。

調査の方法

発掘調査予定地は約 1，000ぼである。ちょうど調査区域は，東に六ヶ村堰が，西に水田用水

路が流れラ区画されている。調査区域はラ東の六ヶ村堰に傾斜してしぺ微高地て1 北西部が高

くなっている。遺構確認のため，この地形を考慮に入れて一任意にグリッドを設定してみた。

調査区域の北西偶を原点として，90J支の角度で拡げ， 4mX4mの区間で区切った。東西軸

は，原点をA，Fまでのアルファベットで，南北軸は，原点を 0，16までの算用数字で表現し

た。グリッドの名称、は，北西隅の杭によって呼ぶことにした。なお東西軸を西にのばしてA'

とした。遺構の実測は，すべて平板損IJ最で千Jった。

調査の経過

調査は， 7月15日から29日まで15日間行われた。

7月15日，グリッド設定。 A-1，C-1， A-3， A-6グリッドを調査。 7月16日ラ A-4で切り

込み面を確認し，第 1号住居跡とする。 A-2，C-4， B 3を拡張。 7月17日，住居跡、のセク

ション図作成。 7月18日， D 8を調査o 7月19日，第 1号住居跡、プラン確認。 7月20日， A… 8，

A-10を調査，A-8に切り込み面を確認し，第 2号住居跡とする。 7月21日，第 1号住居跡、平板

測量。第 2号住居跡プラン確認。 7月22日， E-1， A-12を調査，A-12に切り込み面を確認

し，A'-12を拡張，切り込み面さらにーヶ所確認し，第 3号，第 4号住居跡とする。 7月23日，

A-14， A-16を調査。 7月24日，A'-14を拡張し，二ヶ所の切り込み国検出し，第 5号，第 6

号住居跡とする。 7月25日，第2，3，4，5， 6の平板測量。A'-15，A'-16， B-16を調査，切り込み面確

認し，第7号住居跡とする。7月26日， B-6，C 6グリッドを調査，切り込み面を確認し，第8号

住居跡とする。 7月27日，第7号住居跡、を平板測量。遺跡全体図作成。 7月28日，第8号住居跡プラン

確認。 7月29日，第8号住居跡を平板測量。以上， 8軒の竪穴住居跡を検出し，調査を終了した。

- 4 
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III 検出遺構と出土遺物

第 i号住居跡

(遺構の確認) 本住居跡は，調査区域内で最も北に位置している。 A-2，A-3，A-4，

B-2， B-3， B-4， C-3， C-4グリッドをまたいで検出された。遺構確認雨は，表土

下の地山である。

(平面形・方向) 平面形は， コーナ一部がわずかに丸味をもっ形の整った隅丸長方形である。

長軸 9m 20cm，短軸 8m40cm，長軸は南北方向を向く。

(壁・床面) 壁高は，東壁で30cm，西壁で25cm程て¥ほほ、垂直に落ち込み，地山中の床面に達

する。床面は，平担であるが，北側にわずかに下っている。中央部およびカマド付近は踏みか

ためられたように堅い。西側は撹乱され，凸凹がはげしい。

(周溝) 壁に沿ってめぐり，幅20cm，深さは 10cm~15cm程で、ある。西側は判然としない。

(柱穴) 住居跡内には，ピットが15個あり，そのうち主柱穴と考えられる 4個があり， P1， 

P4， P7， PlOである。床面からの深さは，P1が50cm，P4が52cm，P7が46cm，Hoが30cmである。柱

穴の間隔は，東西，南北 5m 30cmで正方形の配蓋で、ある。この主柱穴間に等間隔に 2個ずつピ

ットがあり，補助的な柱の役目を果したようである。床面からの深さは， P2が45cm，P3が47cm，

P5か;'42cm，P6か;42cm，PSカ{38cm，Pgが;'45cm，Puカ{25cm，Pロが;'27cmで‘ある。

(カマド) 北壁の中央に構築されている。カマド下には周溝が走り，周溝を掘った後にカマ

ドを構築したものと考えられる。住居内に焚口部と燃焼部を，住居外にのぴる煙道部を構築し

ている。天井部は削平されており，袖部の最大幅は 1m 12cm，煙出し口に向ってすぼまり幅は

80cmである。袖部は，暗褐色土を積み上げている。遺存する部分での高さは25cmである。

両袖先端，焚口部近くには河原石を 2個たて補強している。焚口部の幅は 30cmで，燃焼部でや

や広くなり， 40cm程である。燃焼部は焚口部よりやや高くなり，堅い火床面となっている。煙

道部は地山を寵径20cm程トンネル状に掘り抜いて，北壁より 1mのびて， 20cm方形の煙出し口

に通じている。煙道部は煙出し口に向けて下り，煙出し口は煙道部よりさらに一段深く掘り込

んでいる。使用状況は，燃焼部の側壁および床面がかなり焼けて堅くなっており，煙道部では

側面が暗赤禍色に焼けていた。燃焼部に長胴斐形土器が横たわって発見された。

(その他の遺構) P13は，深さ 16cmの浅いピットであり， 10cmの淳さで焼土が入り込んでいた。

〈第 l号住居跡出土遺物> (第 5図・第 6図・第 7図)・(図版10・11・12)

出土遺物は，護形土器，瓶形土器，壷形土器， t不形土器，高士不形土器，紡錘車である。
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護形土器(1 ~ 6 ) 

1は，口径21.5cm，器高30.1cm，底径6.8cm，口縁部に最大径がある。 口縁部は外反し，頭、部

に小さな段をもっ。なお口辺部は角ばっている。腕部は長胴形を呈する。底部は安定性のある

平底であり，木葉痕が付されている。服部中位より下の内部には輪積痕が一条めぐっている。

器商調整は幸胴部外国はタテ方向の刷毛自が，内面はヨコ方向の刷毛自が抱きれている。胴部

から口縁部内外面まで炭化物の付(着がみられ，内面i底部から腕部上半まで二次的な火熱のため

表面が剥落している。色調は黄褐色を呈する。

2は，口径21.1cm，器高30.0cm，底径6.5cm，口縁部に最大径がある。口縁部は外反し，頚部

に小さな段をもっo 口辺部はそぎとったように角は、っており，中に軽く沈線が入る。腕部は長

腕形を呈する。底辺部はわずかに突き出し，安定性のある平底であり，木葉痕が付されている。

腕部中位より下の内面には輪積痕が一条めぐっている。器面調整は，外面に刷毛臼痕が残るが，

口縁部内外面は横ナテ、、が，腕部は外面にタテ方向のこまかい刷毛自が，内面はヨコ方向の刷毛

目と一部にタテ方向のへラミ方、キが施されている。胴部外面に炭化物の付着がみられ，内面下

半は二次的な火熱のため表面が剥落している。焼成は良好でPあり，色調は褐色を呈する。

3は，口径17.0cm，器高20.0cm，底径5.9cm，口縁部が一部欠損している。口縁部に最大径が

ある。口縁部は外皮し，頭部に小さな段をもっO 口辺部は角ばっている。胸部は長胴形を呈す

る。底辺部が突き出し，木葉痕の付された平底であるが，安定性はない。器面調整は，口縁部

外国に刷毛目痕が残るが，段の部分まで横ナデが，内面はヨコ方向のへラミガキが，腕部外面

はタテ方向の刷毛目が施されている。なお底辺部の突き出したまわりを指頭で調整した痕跡があ

る。口縁部から胴部内面は一様に炭化物が付着している。底部内面は二次的な火熱のため表面

が剥落している。外面の色調は褐色を呈する。

4は，口箆19.3cm，口縁部から胴部にかけて四分の一程残っている。口縁部に最大径がある。

口綾部は外反し，頚部が「く」の字状にくびれて胴部へと移行する。口辺部は張り出し，中位に沈

椋が一条めぐっている。器語調整は，口縁部外面はタテ方向の刷毛目痕が残り，口縁部先端およ

び頚部に横ナデが，腕部上半外面にはタテ方向の刷毛自が施されている。胸部外面に炭化物が

付着している。胎土に小石を含むが，焼成は良好で、あり，色調は褐色を呈する。

5は， t:::I径13.5cm，器高16.0cm，底怪7.0cmヲ口縁部から胸部下半にかけて半分桂欠損している。

口縁部に最大径がある。口縁部は外皮し，頭部にわずかなくぼみをもっO 胴部は長腕形を呈す

る。底辺部が突き出し，安定性のある平底で，木葉痕が付されている。器面調整は，口縁部，

胴部ともに判然としない。内面は炭化物が一様に付着している。色調は褐色を呈する。

6は，口径19.4cm，口縁部から胴部上半にかけて半分程残っている。口縁部に最大径がある。

口縁部は外反し，頚部に小さな段をもっO 器商調整は，摩滅して判然としないが，体部上半外

面はタテ方向，内面はヨコ方向の刷毛目が施されている。色調は白褐色を呈する。

-8  
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問形土器(7 ) 

7は，口径23.8cm，器高27.6cm，孔径8.8cm，ちょうど長胴護形土器の底を欠いた形である。

口綾部に最大径がある。日縁部は外反し，頭部に小さな段をもっo 段の上にはさらにわずかに

稜がつく。口辺部は角は、って張り出す。胴部は長胴形を呈する。孔は内側をそぎとったように

なっており，孔の下から 1cm~ 2 cmの間に，対になるように直径 8mm程の小孔を二つ穿ってい

る。器面調整は，口縁部は外面に刷毛日痕が残るが，内外面ともに横ナデが，胴部外面は上半

にタテ方向の刷毛日が，下半にへラナデが， 内面はヨコ方向の刷毛目が施されている。胎土に

小石を含むが，焼成は良好で、あり，色調は一部黒色であるが，黄灰色を呈する。

査形土器(8 --10) 

8は，日経13.7cm，器高21.4cm，底径7.3cm，口縁部から胴部下半にかけて二分の一程欠損してい

る。胴部中位に最大径があり， 22.0cmである。口縁部はやや外反し，頭部が「く」の字状にくび

れて胴部へと移行する。胴部は中膨みである。底部は平底で，安定性がある。内面に輪積痕が

数条みられる。器面調整は，内外国とも判然としないが，胴部下半外国にはタテ方向の尉毛日

が，胴部内部は上半が不定方向の刷毛目が，下半はヨコ方向の刷毛目が施されている。

9は，口径21.Ocm，現高23.7cm，胴部下半から底部にかけて欠損している。胴部中位に最大径

があり， 27.5cmである。口縁部は外皮し，頭、部に小さな段をもっ。胴部はほぼ、球形を呈する。

内面には輪積痕が数条みられる。 器面調整は， 口縁部内面がヨコ方向のへラミガキが， 外面

は刷毛自のあとでへラミガキが，口縁部の先端および頚部には横ナデが施され，胴部上半は外

国がタテ方向の刷毛自のあとでへラミカーキが，内面はへラミガキが，下半になるとヨコ方向の

刷毛目が施されている。胎土に小石が混入し，焼成は良好であり，色調は黄灰色を呈する。

10は，現高5.2cm，底径3.9cmの小形の手控土器であり， 口縁部は欠損している。胴部は球

形を呈し，底近くでくぴfL，底部は丸l床をおびている。内面に輪積痕が一条めぐり，炭化物が

一様に付者している。外面の色調は暗灰色を呈する。

士不形土器(11~12)

11は，口径19.0cm，口縁部が四分の一程残っている。口縁部は内写し，休部下半外面に段を

もっ丸底杯である。器市i調整は，口縁部内外面ともにヨコ方向のへラミガキが施され，内面は

黒色処理されている。

12は，口径14.0cm，口縁部がわずかに残る。口縁部は外反し，体部下半外面に段をもっ丸底

杯である。器面調整は， 口縁部内外面ともヨコ方向のへラミガキが施され，内面は黒色処理さ

れていたようであるが，摩滅している。外面の色調は黒色を呈する。

紡錘車(l3~14) いずれも土製である。

13は，直径 5cm，焼成は良好でなく，色調は黄灰色を呈する。

14は，直径3.9cm，表裏面と側面に各一条の刺突列カ

- 10-
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高士不形土器 (15~21)

15は，口径14.8cm，脚部裾径10.2cm，口縁部が一部欠損している。 界体部上半に最大径があ

るo f不部は口縁部が内25し体部下半外部に段をもっ。脚部は上半がせばまる筒形で，裾が「ハ」

の字状にひろがる。器商調整は，杯口縁部は内外国ともにヨコ方向のへラミカ、、キが，内面下半

は中心に向けて放射状のへラミカ、、キが施され，黒色処理されている。脚部は判然としない。焼

成は良野であ仏外面の色調はLi縁部にかなり黒色がくい込んでいるが，他は寅灰色を呈する。

16はヲ口径20.4cm警部部が四分の一程残る。界体部は内寄ぎみにひろがりヲ中位が角ばり，

口縁部が短く内寄する。器面調整は，口縁部内外面ともにヨコ方向のへラミガキが施され，内

面は黒色処理されている。外国の色調は口綾部にかなり黒色がくい込んでいるが，他は黄灰色

を景する。

17は，現高5.1cm，脚部裾径11.8cm，脚部と探部の一部が残る。脚部は裾まで「ハ」の字状にひ

ろがる。器面調整は， f不!底部の内外面ともにへラミカ守が施され，内面は黒色処理されている。

脚部外面はタテ方向のへラミカ、、キが，内面は裾にヨコ方向のへラミ力、、キと一部に横ナデが施さ

れている。外面の色調は黄灰色を呈する。

18は，口径17.6cm，部部が半分程残る。口縁部は内ZZし，体部下半外面に段をもっ。器而調

整は，口縁部内外面ともにヨコ方向のへラミガキが施され，内面は黒色処理されている。焼成

は良好で、あ仏外部の色調は黄灰色を呈する。

19は，現高6.3cm，脚部と球部の一部が残る。脚部は上半がせばまる筒形で，裾がひろがる。

器面調整は，ヰ部内面はヘラミカ守が施され，黒色処理されている。脚部は内面に横ナデを外

面は上半にタテ方向のへラミガキを，裾部に横ナデ、を施している。焼成は良好であり，外面の

色調は黄灰色を呈する。

20は，現高5.9cm，脚部とヰ部の一部が残る。ヰ体部下半に段をもつが，上半は欠損している。

脚部は上半がせばまる簡形で¥裾が「ハ」の字状にひろがる。器面調整は，王手部内外面ともにへ

ラミ方、キが，脚部外面はへラミガキが，内面は横ナテ、、が摘されている。焼成は良好であり，色

調は内外国ともに黄灰色を呈するひ

21はヲ現高4.2cm亨脚部と杯部の一部が残る。脚部は裾まで、「ハ」の字;1犬にひろがる。器面調整は，

f不底部の内外面ともにへラミ力、、キが施され，内面は，黒色処理されている。脚部外面は， タテ

方向のへラミカ守が，内面は上半にあらい刷毛目痕が残る。外面の色調は賞灰色を呈する。

- 12 
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第 2号住居跡

北西コーナ一部は，水田用水路がそばを流れ，調査できなかった。

(遺構の確認) 本住居跡は，調査区域中央， A-8グリッドで東壁の切り込み面を確認し

西側にA'-8，南側にA-9， A'-9を拡張した。遺構確認面は，表土下の地山である。

(平面形・方向) 平面形は， コーナ一部がわずかに丸味をもっ隅丸正方形であるが，南壁に

沿って溝が走り，壁とカマドの一部を削平している。長軸 5m 75cm，短軸5m 65cm，方向は南北。

(壁・床面) 壁高は，北壁で'10cm，束壁，西壁で"20cmであり，斜めに落ち込み，地山中の床

面に達する。床面は，ほほ平担であるが，中央はリンゴ樹木の抜根により撹乱されている。

(周溝) 西壁の南半を除き，壁に沿って幅20cm，深さ 10cm程の浅い溝がめぐる。

(柱穴) 住居内にピットは 7個あり，主柱穴とおもわれるのは，そのうちのP1，P2， P4， P6 

の四個であり，床面からの深さはP1は54cm，pzは28cm，P4は18cm，P6は78cmである。 P5は37cm。
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(カマド) 南壁東寄りに構築されている。焼土が長さ 1m， rlJ話95cmの範聞にたかまりをもっ

ているだけで構造は判然としない。壁際に口を下にして嚢形土器の口縁部が残っていた。

(その他の遺構) カマド横の不整形なピット Hは，上半を溝により掘り込まれているが，白色

粘土がつまり，南壁にそって長さ 35cm，幅 8cmの炭化物が検出され，ヘテ切り痕を残す須恵器

杯底部など土器片が多く出土した。東側に住居外から壁および床面を斜めに切り込む細長い溝

は，幅25cm，長き 3m 50cm，深さ40cm程を測り，断面はV字を呈し，黒色土が充填していた。

〈第 2号住居跡出土遺物> (第 9図)・(図版13)

出土遺物は，須恵器，土師器の菱形土器と須恵器の士不形土器である。

護形土器 (1~3) 1は土師器， 2・3は須恵器である。

1は，口径16.4cm，口縁部だけが残っている。頚部に小さな段をもっ。口縁部は段の部分よ

りまっすぐ立上り，上半で内25ぎみにひろがる。色調は褐色を呈する。

j 

1 • 5 カマド内

2・3 住居跡内属土

4 カマド横ピ、ソト P3内

6 住居跡、内北東コーナ一部

付;!I履土 J-_層

¥で二L7.、¥
てご===c7

10cm 

第 9図第 2号住居跡出土遺物
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2は，現高1l.0cm，底径l1.0cm，胴部下半と底部が残る。底部は上げ底ふうで，胴部との境

いは丸味をおびている。内外面底部まで平行タタキ目が付されている。色調は暗灰色を呈する。

3は，口径24.0cm，現高29.4cm，胴形47.0cm，須恵器の寵形土器である。胴部下半から底部

にかけて欠損している。外国にはナナメ方向のタタキ自の上に等間隔の平行な沈線が施される。

外国には自然柚がかかり，色調は黄灰色を呈する。

士不形土器(4 ~ 6) 

4は，口径14.2cm，器高3.3cm，底径7.7cm，底部に回転へラ切り痕を残す。

5は，口径12.8cm，器高3.6cm，底径6.1cm，底部に回転へラ切り痕を残す。

6は，口径13.6cm，器高3.3cm，底佳6.4cm，底部に回転糸切り痕を残す。

第 3号住居跡

(遺構の確認) 本住居跡は，調査区域中央よりやや南寄り ，A-12， A'-12グリッドに検出

された。遺構確認面は，表土下の地山である。

(平面形・方向) 平面形は，コーナ一部がかなり丸味をもっ隅丸長方形である。長軸 3m55 

cm，短軸 3m 25cm，長軸は東西方向を向く。

(壁・床面) 壁高は四方向20~28cmであり，なだらかに落ち込み，地山中の床面に達する。

床面は平祖で，中央部およびカマド付近は堅い。

(柱穴) 住居跡とその周辺にピットは12個あり，西側に集っている。配置に規則性はなく，

深さも様々であることから，柱穴と判断されるものはない。ただし，住居内のピットのいずれ

にも焼土が混入している。特にお， PSにおいてP3の底が焼け，PSは焼土，炭化物の混入が多く，

東西壁に平行して相対し 床面から深きがいずれも 31cmであることから，柱穴とも考えられる。

その他のピットの床面からの深さは， Hが21cm，P2が14cm，P4が28cm，P6が19cm，P7が25cm，

PSが:14cm，PgカQ3cm，PlOカ{24cm，Pnカ{35cm，P12が27cmである。

(カマド) 西壁の北西コーナー寄りに構築されている。上面で天井部および、煙道部が削平さ

れているが，袖部は遺存し，規模は壁まで長さ68cm，[脂105cmである。煙道部に向かつてややせば

まり，袖部は黒色土， s音褐色土が積み上げられている。焚口部の幅は約50cm，燃焼部もほぼ同じ

幅である。焚口部から燃焼部へは一日)の段がつき，上り口には郎がきかさにふせてあり，支!肉

の代用と考えられる。使用状況は燃焼部j不周辺に焼土がみられる。又，左袖の南側に60X30の

[1屈で，右袖の横にもかなりの焼土のたかまりがみられる。

く第 3号住居跡出土遺物> (第11図)・(図版13)

出土遺物は，護形土器， f不形土器である。

護形土器(1 ~ 2 ) 

1は，口径21.3cm，口縁部が五分の一程残っている。口縁部は外皮し，口辺部が肥厚し，外
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面に稜をもち，内側に丸く入り込む。口縁部にロクロ痕が残っている。胸部外面に炭化物が付着

している。胎土には砂が混入しているが，焼成は比較的良好で‘ある。色調は赤褐色を呈する。

2は，口径11.4cm，器高10.4cm，底径6.2cm，口縁部が一部欠損している。腕部上半に最大夜

があり， 11.8cmを測る。口縁部はわずかに丸味をおびて短く外皮し，頭部は「く」の字状を皇し，

腕部へと移行する。底部は平!底で安定性があり，木葉痕が付されている。器面調整は，日縁部

内外面は横ナデを，腕部外面は上半にタテ方向の尉毛日を， f
L
 

.しん也
.十

h
u

ム伊」け日「己一一日却の'同方一コヨ

いる。胎土には小石が混入し，焼成は良好で、ない。色調は黄褐色を呈する。

杯形土器 (3~5) 3・4は須恵器， 5は土師器である。

3は，口径13.4cm，器高4.4cm，底径5.3cm，底部が三分の一程欠損している。体部下半では

丸味をもち，上半では車線的に外傾しラ口辺部でやや外に突き出している。底部に回転糸切り
，~ 

痕を残す。色調は暗灰色である。底部に墨書きれ， fイ九!¥Jと判読できる。

※は多賀城研究所平川南氏の鑑定による。

4は，口径12.2cm，器高4.1cm，底径6.0cm，体部が二分の一程欠損している。 体部下半では

わずかに丸味をもち，上半では直線的に外傾し，口辺部でやや外に突き出している。底部に回

転糸切り痕を残す。色調は灰色である。底部に墨書され，七」と判読できる。
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5は，口径12.3cm，器高5.0cm，底径5.0cm，体部は丸味をもって外傾する。底辺部がくぴれ，

体部との境いは判然としており，底部に回転糸切り痕を残す。かなり器壁は薄く，軽い。内面

は二次的火熱のため表面が剥落している。色調は赤変しているところもあるが，黄灰色を呈する。

第 4号住居跡

西側は，水田用水路が流れ，調査できなかった。

(遺構の確認) 第 3号住居跡拡張の際，A'-12グリッドに落ち込みを検出し，南に 2m程拡

張した。遺構確認面は，表土下の地山である。

(壁・床面) 確認面では，壁高約30cm，なだらかに地山中の床面に達する。

(周溝)・(柱穴) 検出きれなかった。

(カマド) 火床が85X80の範囲でひろがり，わずかに壁際に袖部らしいたかまりがみられ，

焼土が厚く分布していたが，規模・構造は判然としない。煙道部が地山を掘り込んで，住情外に

1m干呈のぴている。

く第 4号住居跡出土遺物> (第14図)・(図版13)

出土遺物は，カマド付近より多量に出土した。護形土器の破片が多く，須恵器f不形土器破片

など含まれる。実測できたのは次の 1点だけである。

嚢形土器(1 ) 

1は，口径24.6cm，現高6.5cm，口縁部が四分の一程残る。口縁部が強く外反し，口辺部が内

傾し，外面に稜をもっ。胎土に砂を混入しており，色調は褐色を呈する。
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第 5号住居跡

(遺構の確認) 本住居跡は，調査区の南側A-14グリッドにプランを確認した。遺構確認面

は，表土下の地山である。

(平面形・方向) 平面形は， コーナ一部がかなり丸味をもっ隅丸正方形である。長軸・短軸

ともに 3m 15cm，方向は北東を向く。

(壁・床面) 控高は，東，西，南壁で約20cm，なだらかに落ち込み，地山中の床面に達する。

北壁部は， 5 cm程の落ち込みである。床面は，中央部の一部が平担であるが，他は凹凸がはげ

しい。

(周溝) 検出きれなかった。

(柱穴) 住賠跡およびその周辺には，ピットが10個あり，配置から Pl， P3， P4， PSが主柱穴

と考えられる。床面からの深きは，P1が26cm，P3が29cm，P4が26cm，PSが22cmで、あるが，いず

れも，掘り込みがなだらかに落ち込むものである。 P7とPlOは，北壁・南壁のほほ、中央に位置し，

相対している。 深さは，P7が床面より 28cm，Hoが地山より 46cmである。

(カマド) 北コーナ一部のやや東寄り P5上面付近には，火床面とわずかな焼土のたかまり

と住居外に約 1m40cmのびる地山を浅く掘り込んだ部分がある。掘り込みの幅は. 40cm程て二

先端部がふくらむ。又，これより 55cm東寄り北壁の中央にも地山を掘り込み，住居外にのぴる部

分がある。いずれも周辺に焼土が分布することからカマドの煙道部と考えられる。

(その他) P2には，焼土および灰色土が充填しており，床面からは深さ 15cmである。西壁北

寄りには，第 6号住居跡の壁まで浅い溝が走る。

第 6号住居跡

調査区域内では，北東コーナ一部を検出したにとどまった。

(遺構の確認) 本住居跡は，第 5号住居跡の西側A'-14グリッドに北東コーナ一部を検出し

た。

(壁・床面) 壁高 5cm程であり，床面は，かたく平担である。

(柱穴)・(周溝) 検出きれなかった。

(カマド) コーナ一部近くに暗褐色土に白色粘土が混入したたかまりがあり，口縁部を上に

して，嚢形土器が 21[弱体横たわっていた。規模・構造が判然としないが，積み土よりおよそカ

マドと考えられた。それより南には，焼土が分布している。
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〈第 5号住居跡出土遺物> (第14図)・(図版13)

出土遺物は，土師器の菱形土器と境恵器の原形土器が出土している。

護形土器(1 ) 

1は，口径18.6cm，現高7.2cm，口縁部が六分のー桂残る。口縁部が強く外反し，口辺部が直

立し，外面に稜をもっo 器面内外面には，ロクロ使用の痕跡がみられる。色調は白桃色を呈す

る。

ヰ形土器 (2~3) 2は土自fli器， 3は須恵器である。

2は，口径13.0cmヲ器高5.3cm，底控6.0cm，体部下半はわずかに丸味をもって外傾するが，

上一半ではほぼまっすぐ外傾している。底部は平底で、わずかに上底ぎみであるが， 'f本部との境は

判然としており，ロクロ回転糸切り痕を残す。 体部外面にカマ印が付されている。色調は褐色

を呈する。

3は，口径13.6cm，器高4.1cm，底径5.6cm，1:本部は丸味をもって外傾している。底部は平底

でラ体部との境いは判然としており，ロクロ回転糸切り痕を残す。器面は比較的なめらかであ

りヲ色調は灰色を呈する。

く第 6号住居跡出土遺物> (第14図)・(図版14)

出土遺物は，護形土器 2点である。

寒形土器(1 ~ 2 ) 

1は，口径15.7cm，器高17.4cm，底径5.4cm，口縁部に最大径がある G 口縁部は外!乏し，頚部

にわずかな段をもっ。口辺部はわずかに張り出し，そぎとったように角ばっており，中に軽〈

沈椋が入る。腕部は長腕形を呈している。底部は平底で，安定性がある。器商調整は，口縁部

外面は横ナデが， f本部外雨にはタテ方向のヘラミ力、、キが施されている。口縁部外雨に炭化

物が付着しており，体部下半から底部にかけて内外面ともに二次的な火熱のため表面が剥落し

ている。色調は暗褐色を呈する。

2は，現高18.5cm，底径6.8cm，口縁部が欠損している。鋼部は中位にふくらみをもち，な

だらかな卵形を呈する。底辺部が突き出し，平底で安定性がある。器面調整は，腕部上半内面

はヨコ方向の刷毛日が，下半は内外面ともに，部分的にヨコ方向の脱毛自痕が残るが， タテ方

向のへラミカボキが施されている。外面に炭化物が付着し，底部および胴部内面は二次的な火熱

のため表面が剥落している。焼成は良好で、あり，色調は賀補色を呈する。

- 22-
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第 7号住居跡

北東コーナ一部より 2m 30cmのところに北壁を横切る幅70cm，深さ 25cm程の溝が走る。

場の配管設備のため削平されたものとのことである。

(遺構の確認) 本住居跡は，調査区域内で最も南端に位置し，A-16グリッド南半に北東コ

ーナ一部の切り込み面を確認し， B-16さらにA-17，A'-17に当たる部分を南に 4m，西に

4m拡張した。遺構確認面は，表土下の地山である。

(平面形 a 方向) 北壁の辺と北東コーナ一部を確認し得た。一辺は 6m40cm程である。方

向は北方向を向く。

(壁・床面) 壁は，北壁と 30cm程であり，ほぽ垂直に地山中の床i立iに

達する。床面は，平担である。

(周議) カマド西側の一部を残し，壁に沿ってめぐる。 I1届は20cm程，深さは約10cmで床面か

らなだらかに落ち込む。カマドの下にも溝が走り，周溝は古いカマドの時其)1に掘り込まれたも

のであろう。

(柱穴) 検出されなかった。

(カマド) 北壁の中央部に位置しており，二本の煙道部の存在により 2 されたものと考

えられる。 1日いカマドの煙道部が新しいか学ドの商寄りに残り，地山をトンネル状に掘り抜き司

住居外に 1m 75cmのび， 35X 15cmのだ円形の煙出し口につながっている。:煙道断面はドーム形

を呈している。新しいほうのカマドは，住居内に焚口部と燃焼部をヲ住居外に掘り込みの煙道

部を構築して¥;，る。焚口部は溝により壊さtL，天井部も削平きれており， J室存する袖IjJ記は燃焼

音15で最大幅97cm，煙出し口に向ってすぽまリラ 73cmである。袖部は陪褐色土と

げられており，高さは20cm程が残る。右袖に河原石を 2'fl者l入h，補強している。燃焼部は11屈が

50cm，護形土器を 2個すえ，その下には支開iに代用した偏平な丸石が211m置かれていた。

部は壁から地山を浅く掘り込んでしミる。長さ 2m 28cm， I1 J面白~16cm，先端部はIIJTI~28cm である。

使用状況は，燃焼部底部がかなり竪く焼けている。段出でみると焼土の下には黒色土を

であり，燃焼部を床面より高くして，煙道部との高低差を{I多整して使用したらし¥;'0 

7号住居跡出土遺物> (第16・17図)ー(図版14・15)

出土遺物は，護形土器，琵形土器，高I不形土器，杯形土器であり， i不形土器には須恵器が 1

点ふくまれている。

護形土器(1 ~ 3 ) 

lは，口径23.0cm，器高32.2cm，底径7.0cm，最大径が口縁部にある。口縁部は外反し，頭部

に小さな段をもっ。口辺部はそぎ、取ったように角ばっている。胴部は長胴形を呈し，成辺です

ぽまる。底部は平底であるが，不安定である。器面調整は，日縁部外国には横ナデ、が，胴部外

- 24 
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面にはわずかにタテ方向の刷毛日痕が残るが， タテ方向のへラミ力、、キが施され，内面も胴部上

半にヨコ方向の刷毛日痕が残るが，タテ方向のへラミガキが施されている。口縁部内外面に

は炭化物が付着している。内両日同部下半から底国は二次的な火熱のため表面が剥落している。

胎土には小石が混入しているが，焼成は比較的良好で、ある。色調は褐色を呈する。

2は，口径20.4cm，器高 (31.1cm).底夜7.0cm，口縁部に最大径がある。口縁部は外反し，

~、部はわずかに段をもっo 口辺部は丸味をもっ。 腕部は長胴形を呈している。底部は平底で

あるが，凹凸があり，不安定で、ある。器面調整は，外面は口縁部にタテ方向の刷毛自痕が残る

が，横ナテーを，胴部にタテ方向の制毛白を施し，頚部を画している。内面は制部上半にヨコ方

向の刷毛自が施されている。口縁部に炭化物が付着し胴部内外面は二次的な火熱のため表面

が剥落している。胎土には小石が混入し，焼成は良好でない。色調は褐色を呈する。

3は，口径17.1cm，現高13.0cm，口縁部から服部にかけて四分の一程残る。口縁部は短く外

反し，頚音1)でI< Jの字状にくびれて，胴部へゆるやかに移行する。口辺部は張り出している。器

面調整は，外面は口縁部に横ナデを，胴部にタテ方向の刷毛目を施し，頚部を画している。胴

部外面では一部にへラミカーキも施されている。内面ではタテ方向のへラミ力、、キがヨコ方向の刷

毛自の上に施されている。口縁部内面は横ナデである。胴部外面には炭化物が付着している。

焼成は良好であり，色調は白褐色を呈する。

壷形土器(4)

4は，口掻10.2cm，器高16.6cm，底径7.3cm，最大径は腕部上位にある。腕部はほぼ球形を呈

しており，上半と下半がややはっている。口縁部は腕部よ 1;Iく」の字状に立ちあがり，わずかに

外反するが，口縁部上半で丸味をもっO 底部は安定した平底で，木一葉痕が付されている。器面

調整はヲ外面は口縁部および胸部上半から下半にかけてタテ方向のへラミガキが施され，腕部

下半底辺近くではヨコ方向のあらいへラミガキで底辺部を削リとっている。内閣は口縁部から

体部下半までヨコ方向に長いへラミカ、、キが施されている。腕部に脱毛目がわずかにみられる。

飴土に小石が混入しているが，焼成は比較的良好であり，色調は口紘部は黒色であるが亨黄褐

色を呈する。

杯形土器(5 ~ 10) 10は須恵器である。

土師器のI不形土器は， 5 恥 6・7. 8 . 9いずれも丸底て二内面は黒色処理されている。

5は，口径20.2cm，器高6.2cm，外国体部下半に段をもち，口縁部は内有する。器面調整は，

口綾部内外面ともにヨコ方向のへラミミカ、、キが，内面では，外面の段に対してわずかに器壁が薄

くなる部分より下は，底面の中心に向けて放射状のへラミカ、、キが施され，外面体部下半にもへ

ラミ;カ、、キが施されている。焼成は良好で、あり，色調は黄灰色を呈する。

6は，口径18.2cm，器高ぢ.Ocm，形状・調整は 5と変らない。

7は，口径19.5cm，器高4.8cm，形状・調整は 5・6と変らない。
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第16図 第 7号住農跡出土遺物 (1)
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5 住居跡平面図 8

6 住居跡平面図 7

7 住居跡平面図 2
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9 住屑跡平面図 4

10 住居跡平面図 1

11 住居跡平面図10

第17図 第 7号住居跡出土遺物 (2)
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8 ・9は，平底に近い丸底であり，体部は丸味をもって外傾し，段をもたず，椀形を呈する。

8は，口径11.8cm，器高4.9cm，器国調整は，口縁部内外面にヨコ方向の刷毛目痕を残し，ヨコ

方向のへラミ力、与を 休部内外面にはこまかいへラミカ、、キを施している。胎土に小石が混入し，

焼成は良好であり，色調は褐色を呈する。

9は，口径12.4cm，器高4.9cm，底部は平底ぎみで，かなり安定性がある。器面調整は，口縁部

内外国にはヨコ方向の刷毛目痕を残し， ヨコ方向のへラミカ、、キを，体部内外面にはヨコおよび

ナナメ方向のこまかいへラミ方、キを施している。胎土に小石が混入し，焼成は良好で・あり，色

調は褐色を呈する。

10は，口径10.6cm，器高3.1cm，半分程欠損している。須恵器の探形土器である。丸底であり，

体部もかなり丸味をもっ。体部内外面にはロクロ痕がみられ，底部は，へラ切りにより切り離

されており，切り離し部分と体部との境いは粘土が残り，判然としている。色調は灰色を呈す

る。

高I不形土器 (11) 

11は，口径13.2cm，器高9.2cm，脚部裾径10.5cm，口縁部が一部欠損している。内面は黒色処理

されている。杯部は椀に近い形状を呈し， t不休部下半にわずかながら段をもっ。口縁部は内寄

し， t不体部上半に最大径14.0cmを測る。脚部は「ハ」の字状を呈している。器面調整は， t不体部上

半は内外国ともにヨコ方向のへラミガキが， :t:不部底面は外面の段に対してややくぼみ，そこか

ら中心に向けて放射状のへラミ方、キが施されている。外面は坪部下半から脚部との接合部にか

けて，タテ方向のへラミ力、、キが施されている。脚部は内面にヨコ方向のへラミカ、、キを，裾部は

横ナデが施きれている。胎土は徴密で，焼成は良好で、ある。色調は黄灰色を呈する。

第 8号住居跡

(遺構の確認) 本{主活跡は調査区域の中央部B-7グリッドに北西コーナ一部を検出し，

B-6， C-6， C-7グリッドで平面プランを確認した。遺構確認面は表土下の地山である。

(平面形・方向) 平面形は，東西の胴が張り，コーナ一部がわずかに丸味をもっ隅丸長方形

である。長軸 5m 38cm，短軸 4m55cm，長軸は東西方向を向く。

(壁・床面) 南側に向って削平され，南東コーナ一部は確認できなかった。北側は壁高は20

cm，ほほ垂直に落ち込み，地山中の床面に達する。床面は，平担であり，全体に堅撤である。

(周溝) 検出きれなかった。

(柱穴) ピットは 4個あり，主柱穴と考えられる。床面からの深きは， Plは34cm，P2は47cm

P3は54cm，P4は50cmである。柱穴間は，間摘が東西 2m30cm，南北 2m40cmでほぼ正方形に配

置されている。

(カマド) 北壁の中央部に構築されている。北壁まで長さ85cm幅90cmの焼土のたかまり部分
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と住居外にのぴる地山を撮り抜いた煙道部，煙出し口からなる。天井部がなくなっているが，

両袖幅は焚口付近で90cm，奥に行くにしたがってすぼまり 60cm，両袖に石をたて補強している。

焚口部は40cmほどで，燃焼部もほぼ同じ巾で，焚口部からゆるやかにのぼりの傾斜をとり，煙

道部に通じる。煙道部は地山を長さ90cmのトンネル状に掘り抜き， 28cmX 25cm円形の煙出し口

に通じている。焚口部から燃焼部にかけては，床面が焼けている。焚口部の前に長さ60cm幅25

cmの大きな石がすえてあった。

く第 8号住居跡出土遺物> (第四図)・(図版16)

出土遺物は，護形土器，甑形土器， f不形土器，高坪形土器である。

斐形土器(1 ~ 2 ) 

1は，口径19.0cm，現高13.5cm，口縁部から胴部にかけて五分の一程残る。ロ縁部に最大

日

D 

] 表ゴ二

2 黒色土

:) 111~t~ß色 i二

4 黒色土

黄色l'立--h品入
5 黄色土ブロソク

7 黒色土

¥ 日

8 黒色土黄色土ブロソク混入

空らんは間乱

第18図第 8号住居跡
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径をもつようである。口縁部は外反し，頚部に段をもっO 口辺部は張り出している。器面調整

は，口綾部外面は横ナテーが摘され，部分的には，刷毛日， ヨコ方向のへラミカ、、キが残る。内面

はヨコ方向のへラミ方、キが施されている。 1阿部外面は， タテ方向の尉毛自のあとで，タテ方向

のへラミカ、、キが施され，胴部内面は， ヨコ方向の刷毛目が施されている。又，輪積痕が数条め

ぐる。胎土には砂が混入し，焼成は良好で、ある。色調は暗褐色を呈する。

2は，現高15.0cm，底径7.2cm，腕部上半と口綾部が欠損している。底部は底辺が突き出し，安

定性がある。器面調整は，外面にタテ方向の刷毛目が，内面はヨコおよびナナメ方向の脱毛目

が施されている。内面は二次的な火熱のため表面が剥落している。色調は暗褐色を呈する。

瓶形土器(3 ) 

3は，現高15.3cm，孔怪8.8cm，胴部下半が残る。長胴裏形土器の底を欠いた形である。孔辺

より高さO.8cmから 2cmの間に対になるように直径 9mmの小孔を二倍穿っている。孔辺を平ら

にさらに内側を鈍角に削っている。器面調整は，外面にタテ方向の刷毛日が，内面は上半にヨ

コ方向の刷毛自が，下半はへラミカ守が施されている。色調は黄褐色を呈する。

部形土器(4 ) 

4は，口窪18.0cm，器高4.5cm，口球部が内寄し，体部下半に段をもっ丸底坪で、ある。器面調

整は，口綾部内外面はヨコ方向のへラミ方、キが，内面は外面の段に対して器壁のうすくなる部

分から放射状のへラミ力、、キが施され，黒色処理されている。口縁部中央および底部外面にはあ

らい刷毛自痕が残っている。焼成は良好であり，外国の色調は黄灰色を呈する。

高士不形土器(5 ~ 6 ) 

5は，口径12.8cm，器高10.9cm，脚部裾径10.5cm，:t'~口縁部が半分程欠損している。邦部は口

縁部が内25する椀形を呈し上半に最大径1ι1cmを測る。脚部は「ノリの字状にひろがり，裾部

J土突き出し，安定性がある。器面調整は， 杯口縁部は内外面ともにヨコ方向のへラミカ、、キが，

杯内面上半から底面にかけては円を描くように長いへラミ方、キが施され，黒色処理されている。

杯外部下半から脚部との接合部にかけてタテ方向のへラミ方、キが施されており，脚部外面も向

様である。胎土には小石が混入しているが，焼成は良好で、ある。外同iの色調は褐色を呈する。

6は，現高7.1cm，脚部裾径11.2cm，f不部上半が欠損している。郎部は丸味をもって外傾し，

皿状を呈する。脚部は「ハJの字状を呈する。器問調整は，よ不部外国はヨコ方向のヘラミカ、、キが

施され，内面は摩滅して調整は判然としないが，黒色処理されている。脚部内面はヨコ方向の

へラミカ、、キが施されている。焼成は良好で、あり，外国iの色調は黄褐色を呈する。

砥石(7 ) 

7は，長さ 19.6cm，11届4.7cm，断面は多面体で， 4聞が使用されている。石材は凝灰石である。

紡錘車(8 ) 

8は，直径4.5cm，厚さ 1.9cm，孔径 9mmであり，外面にうるしが付着し，光沢がある。
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VI その他の出土遺物

(第20・第21図) (図版17)

石器 9点出土している。これらの石器は，グリッドの表土，つまり耕作土中より出土している。

トランシェ様石器(1 ) 1は長さ 7cm，援形を皇しており，刃部に最大幅3.9cmを測る。第

一次加工でできた縁辺をそのまま刃としており，第二次加工により他の縁辺を加工し，形をつ

くっている。石材は頁岩である。

石箆状石器 (2~5) 2は，長さ 10.6cm，最大幅5.1cm，縦長の石刃状奉u片の周辺に片面か

ら剥離を加え，断面は蒲鉾形を呈す。頁岩。 3は，現存する長さ7.5cm，幅は6.5cm，比較的大形

のもので長方形を呈するものである。側縁を両面から剥離を加えている。比較的薄手で，中央

部分に稜が通る。石材は頁岩である。 4は，長き 7.5cm，最大I隔4.3cm，1則縁を両面から剥離を

加えている。薄手で，断面は凸レンズ状を呈する。石材は頁岩である。 5は，長き 11.9cm，最

大I幅5.1cm，縦長の石刃状剥片の周辺に両面から剥離を加えており，一部は片面だけかι剥離を

加えている。厚手で，断面は凸レンズ状を呈する。石材は頁岩である。

砥芯(6 ) 現存する長さは4.9cm，rl屈は6.0cm，厚さは2.5cmで、ある c 表面はわずかにくぼみ

多方面に擦痕がみられる。石材は説灰岩質シルト岩である。

不定形剥片石器 (7~9) 7は長さ8.3cm，最大r!I話5.0cm，一方の側縁を両面から剥離を加

えている。石材は頁岩。 8は長き8.1cm，最大rlJ高4.8cm，断面は薄手で凹レンズ状を呈す。頁岩 9

は，長さ8.5cm，最大幅2.8cm，剥片の側縁の一方に片面から剥離を加え，断面は厚い。頁岩。

土器 調査後，整地作業中に調査区域北辺， B-3グリッド付近に落ち込みがあり，その周

辺より土器が一括して出土した。次の 4点が復元できた。

護形土器 (10~12)

10は，口径18.0cm，現高24.0cm，底径約7.5cm，口縁部に最大佳がある。口縁部は外反し，頚部

に小さな段をもち，さらに上面に稜をもっ。口辺部は張り出し，胴部は長駒形を呈する。器面

調整は，口縁部から段の部分までは横ナデが，胴部上半は外国にタテ方向の刷毛白が，内面

はヨコ方向の刷毛目が施されている。色調は灰褐色を呈する。 11は，口径13.8cm，器高15.5cm，

口縁部から胴部にかけて半分程欠損している。口縁部は外反し，頚部でくびれて，なだらかに

胴部へ移行する。口辺部は張り出し，桐部は長胴形を呈する。底部は底辺が突き出し，平底で

安定性がある。器面調整は，口縁部外面は横ナデが，胴部外国はタテ方向の刷毛目が，内面は

ヨコ方向の刷毛目が施されている。色調は黄褐色を呈する。 12は，現高15.5cm，底径9.0cm，胴

部下半から底部にかけて残る。底部は底辺が突き出し，平底で安定性がある。器面調整は，胴

部下半内面はへラミガキが施されている。色調は，暗褐色を呈する。

甑形土器(13) 口径19.2cm，現高11.3cm，底部から口縁部まで三分の一程残る。鉢形

し，口縁部はわずかに外反する。底辺に小孔が 3個ほど穿っていた段面がみえる。多孔式の甑

である。器面調整は，口縁部外面には横ナデが，胴部外面にはタテ方向の刷毛目が施されてい

る。胎土には小石が混入し，焼成は良好で、ない。色調は黄灰色を呈する。
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V 土
品 と め

今回の発摘調査で検出し得た遺構は，いずれも竪穴住居跡で，その数は 8軒である。これら

を出土遺物・規模・形状・内部施設から検討した結果三つのグループにわけられる。このグル

ープ差はそのまま時間差と考えられる。したがって，この遺跡は大きく三期にわけられる。

第 I期

竪穴住居跡でいえば第 1，第 7，第 8号住居跡がこれにあたる。住居跡の規模は，第 8号住

居跡が一辺 5m台，第?号住居跡は一辺 6m台，第 1号住居跡は 9.2mX8.4m を ~NIJ 1) ，かなり

規模が大きい。このように規模の上では大小があるが，大形のものが多い。形状は，コーナ一部

がわずかに丸味をもっ程度の隅丸正方形ないし長方形を呈している。内部施設は，カマドが北

側の壁の中央部に位置しており，煙道は， J也山をトンネル状に掘り抜いて住居外に通じるもの

であり，両袖部には河原石を使い，補強している。柱穴は，第 7号住居跡は完掘していないの

で不明だが，第 1号，第 8号住居跡では 4本の主柱穴が等間隔に整然と配置されている。第 l

号，第 7号住居跡では壁に沿って周溝がめぐる。

出土遺物は，三軒の住居跡から体部下半に段をもっ内黒の丸底邦が出土しており，それにと

もなって，斐形土器，壷形土器，甑形土器，高1不形土器が出土し，形状，器面調整においてそ

れぞれ共通した特徴をもっ。これを下藤根 I 期と呼".;~'こととする。

この時期の遺物は県内においては，平鹿町中藤根遺跡，五城呂町岩野山古墳群，西目町沼田
(註 1) (註 2) 

遺跡などで出土しており，県外では，宮城県砂押川・糠塚遺跡の丸底杯と形状が類似し，国分

寺下層式に比定される。国分寺下層式については，以下のように分類されている。
(註 3) (日主 4) 

第 I類 杯腹部外壁に軽い段を形成し，これに対応する器内壁に特に識別できるような変化

をもたないもの

第II類 第 I類にみられた段が底部近くに移行したとみられるもの

第III類 内反気味の口縁からそのまま底部に接続するもの

第 1，第 7，第 8号住居跡で出土したものは， II類にあてはめられ，器面調整は，口縁部内

外面はヨコ方向のへラミガキが，内面下半では段に対して器壁のうすくなる部分から中心に向

けて放射状のへラミガキが施されている。第 7号住居跡では， II類にあてはめられる土器にと

もなって III類にあてはめられる土器が出土し，丸底を呈する須恵、器が伴出している。

第II期

竪穴住居跡では，第 2号住居跡がこれにあたり，第 I期，第III期とは，区別できる。住居跡

の規模は， 5.65m X5. 75mで比較的大規模なものである。形状は，コーナ一部がわずかな丸味

をもっ程度の隅丸正方形を皇している。内部施設は，南壁の東寄りにカマドを構築し，カマド

西側にピットがあり，炭化物および底部に回転へラ切り痕を残す須恵器邦形土器が出土してい
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る。柱穴は不整であるが4個考えられる。又，壁に沿って周溝がめぐる。

出土遺物は，カ 7 ド内およびカマド横のピット内より，底部に回転へラ切り痕を残す須恵器

i不形土器が出土している。

昭和48年度の中藤根遺跡の調査において検出されたA地区第 2号住居跡は， 6.3mX6.8 

mの規模，方形を呈する形状，南壁東寄りに構築されたカマド，カマド西側に炭化物，焼土を

充填した比較的大きな円形のピット，柱穴の存在，壁に沿ってめぐる周溝など，本遺跡の第 2

号住居跡ときわめて類似した特徴を有する。又，底部に回転へラ切り痕を残す須恵器部形土器

を出土している。こうした竪穴構造，出土遺物より第 2号住居跡を第 II期とした。

第凹期

竪穴住居跡でいえば，第 3，第 5号住居跡がこれにあたる。住居跡の規模は，第 3号住居跡が

3 . 55 m X 3. 25 m ，第 5号住居跡が3.15 m X 3. 15 mで，第 I期，第 II期と比較するときわめて小

規模のものである。形状は， コーナ一部がかなり丸味もつ隅丸正方形ないし長方形を呈してい

る。内部施設は，カマドがィ第 3号住居跡では西壁北寄りに，第 5号住居跡てすま北壁西寄りに

構築されており， コーナ一部に寄った位置にある。ただし，カマドは構造的なちがいがある。

つまり第 3号住居跡では，煙道部を竪穴内に設けているのに対し，第 4号，第 5号住居跡では，

地山を掘り込んで煙道部としている。柱穴は，第 3号住居跡では判然とせず，第 5号住居跡の

柱穴も掘 1).込み，配置の整然としたものではない。周溝は，検出きれなかった。

出土遺物は，いずれも点数が少なし底部に回転糸切り痕を残す須恵器，土師器邦形土器と

ロクロ成形による口縁部が強く外反し，口辺部外側に稜をもっ土師器禁形土器が伴出している。

こうした竪穴構造，出土遺物より下藤根第III期とした。

土師器のI不，喜美形土器は宮城県の表杉ノ入式に比定されるものであり，年代は10C前半を中

心として 9C後半から llC後半までというように考えられている。県内では，払田概において，

嘉祥二一午 (849年)の墨書のある木簡とともに底部に回転糸切り痕を残す須恵器杯形土器が出土

(日おり，底部に回転糸切り痕を残す須恵器邦形土器と伴出する土自!i器については，従来より

古く年代設定されると考えられる。

以上，下藤根遺跡における III期の区分は奈良時代中頃から平安時代前半までの各時期にあた

ると考えられる。今後さらに検討することで，県内の型式設定に役立てられるであろう。

註 1 秋田県教育委員会昭和49年 3月『中藤根遺跡』

註 2 五城呂町教育委員会 昭和49年 3月 F岩野LIJJ C地区 1号遺構より出土の土師器

註 3 宮城県多賀城跡研究所技師桑原滋郎氏，藤沼邦彦氏の助言によった。

註 4 氏家和典 昭和42年一一陸奥田分寺跡出土の丸底杯をめぐって 『山形県の考古と歴史』

註 5 氏家和典昭和32年 3月 東北土師器の型式分類とその編年一 11歴史J 14号

註 6 秋田県払田棚跡調査事務所 第7次現地説明会資料
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心J

∞ 

土師器聾

番 住皆跡

号
名

l l号

2 l号

3 1号

4 1号

5 l号

6 1号

7 2号

8 3号

9 3号

10 4号

11 5号

12 6号

13 6号

14 7号

15 7号

16 7号

17 8号

18 8号

実iM図

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

2 

1 

2 

3 

I 

つ

図版 器高 口繰筏 底径

番号 cm cm cm 

1 30.1 21.5 6.8 

2 30.0 21.1 6.5 

3 20.0 17.0 5.9 

4 現14.0 19.3 

5 16.0 13.5 7.0 

6 現16.5 19.4 

l 現 4.9 16.4 

l 現10.2 21. 3 

2 10.4 11.4 6.2 

1 現 6.5 24.6 

1 現 7.2 18.6 

1 17.4 15.7 5.4 

2 現18.5 6.8 

1 32.2 23.0 7.0 

'~ (31.1) 20.4 7.0 

3 現13.0 17.1 

1 現13.5 19.0 

2 現15.0 7.2 

器 面

口 縁 音日 腕部上半

内面 外面 内面 外面

横ナデ 横ナデ ハケ目 ハケ自

横ナデ 横 ナ デ ハケ目 ハケ目

へラミカーキ 横ナデ へラミカ、、キ ハケ自

ノ、ヶ目 ノ¥ケ呂 ハケ目 ハケ目

一

横ナデ ノ、 ケ 自 ハケ自

ロクロ痕

横ナデ 横ナデ ハケ目

ロクロ痕

ロクロ痕 ロクロ痕

ヘラミす'f~ 横ナデ 横ナデ -，ラミカ、、キ

ハケ自 -，ラミガキ

ヘラミガキ 横ナデ へラミガキ -，ラミカ、、キ

:横ナデ 横 ナ デ ノ、ヶ自 ハケ自

横ナデ 横ナデ へラミカや ハケ自

へラミガキ 横ナデ ハケ自 ハケ自

ノ、ヶ目 ハケ目

出土土器表 I 

調

胴部下半

内面 外面

ハケ自 ハケ自

ハケ目 ハケ自

ヘラミガ白キ ハケ呂

ハケ自

ヘラミガキ へラミガキ

~，ラミガキ

へ、ラミガキ 令~ラミ力、.キ

ハケ目 ハケ目

整

底 部

内面 外面

一 木葉痕

ハケ目 木葉痕

木葉痕

木葉痕

木葉痕

へラミカーキ

ハケ 日

現は現高を示す

ハケ目=刷毛目

ーは調整不明

備，考



心J
t.D 

壷・甑

番 住居跡

号 名

l I号

2 1号

3 7号

1 i号

2 8号

高士不

番 {主!苫

1仁73 跡名

1 1号

2 i号

3 i号

4 l号

5 l口'7 

6 1干JL 

7 i号

8 7号

9 8号

10 8号

実調IJ図

番号

8 

9 

4 

7 

3 

実i則図

番号

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

11 

5 

6 

図版 器高 口縁径 底径

番号 cm cm cm 

8 21.4 13.7 7.3 

9 現23.7 21.0 

4 16.6 10.2 7.3 

7 27.6 23.8 fL{壬 8.8

3 現15.3 子L径 8.8

杯音I~ l肉
図版 器高

口市汝 高さ 接合部
番号 cm 

部cm cm 径 cm

15 現11.9 14.8 7.4 6.2 

16 .s見 6.1 20.4 5.5 5.3 

17 現 5.1 6.2 

18 現 5.4 17.6 5.3 

19 現 6.3 6.2 

20 6.3 

21 :f)! 4.2 5.3 

11 9.2 13.2 6.2 5.6 

5 10.9 12.8 7.3 5.2 

6 j見 7.1 10.3 7.3 5.0 

器 面 調 整

口 紘 音日 服部上半 制部下半 底 音日 備考

内閣 外面 内面 外面 内面 外面 内面 外面

ハケ目 ハケ目 ハケ目 ハケ目

へラミカ、々 へラミガキ へラミカ。キ へラミガキ ハケ目 へラミカ。

へラミカ、、キ へラミガキ へラミガキ へラミカーキ へラミガキ へラミヵー 一 木葉痕

横ナデ 横ナデ ハケ自 ハケ目 ハケ目 ，ラナデ 小干し2個

ハケ目 ハケ自 ヘラミガキ ハケ目 小孔2個

器 面 f凋 整

裾径 高さ 杯部上半 杯部下半 脚部上半 脚部下半 備考

cm cm 外出 外 i頂 内面 外面 内面 外面 内部 外国i

10.2 4.5 へラミカ。キ へラミガキ へラミ方キ へラミガキ 一. I勾黒

ヘラミカキ へラミガキ ~ラミガキ 内黒

11.8 3.4 へラミガキ ヘラミガキ - 1.，ラミ料 横ナデ ヘラミガキ 内黒

ヘラミガキ へラミガキ へラミガキ 匂へ、ラミガキ! 内黒

へラミガキ 横ナデ へラミカ。キ 横ナデ 憤ナ子。 内黒

へラミカ、守 へラミガキ 横ナデ へラミガキ 横ナテ ー~ラミ方キ

11.0 3.0 へラミカ、キ へラミガキ ノ、ヶ目 へラミガキ 一 へラミガキ 内黒

10.5 3.0 へラミガキ へラミガキ へラミガキ へラミガキ へラミガキ へラミガキ 横ナデ 横ナデ 内黒

10.5 3.3 ヘラミ方々 へラミガキ へラミガキ へラミガキ へラミガキ 横ナデ へラミガキ 内黒

11.2 3.0 へラミガキ ヘラミ方、キ へラミガキ ヘラミガキ 内黒

出土土器表 II



中h

Cコ

土師器部

番 {主J苦 実測

図番

号 跡名 号

l I号 11 

2 l号 12 

3 3号 5 

4 5号 I 2 

5 7号 5 

6 7号 6 

7 7号

8 7号 8 

9 7号 9 
守

10 8号

須恵器士不

l 円L 一口一7" 4 

2 2号 5 

3 2号 6 

4 :3号 3 

5 3号 4 

6 5 にモ，.

7 7号 10 

図版 器高 口縁径 底径

番号 cm cm cm 

11 正見 4.8 19.0 丸底

12 現 4.5!(14.0) 丸底

5 5.0 

2 5.3 13.0 6.0 

5 6.2 20.2 丸底

6 5.0 '1 18.2 丸底

7 4.8 I 19.5 丸底

8 4.9 11.8 丸底

12.4 丸底

4 I 4.5 18.0 丸成

4 3.3 14.2 7.7 

5 3.6 12.8 6.1 

6 ο3.3、 13.6 6.4 

3 4.4 13.4 5.3 

4 4.1 12.2 6.0 

3 4.1 13.6 5.6 

10 3.1 10.6 丸底

器 面 調 整

口 縁 吉日 体部上半 体部下半 底 面 備考

内閣 外面 内面 外国 内面 外面 内面 外 四

へラミカ" へラミ方、キ へラミガキ へラミカ、、キ 内黒

へラミカや へラミ力、キ ヘラミガキ へラミカーキ 内黒

ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロ クロ痕 回転糸切

ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロ ク ロ 痕 回転糸切 カマ印

へラミカ、、キ へラミカ。 へラミガキ iへラミプfキ へラミカ、、キ へラミ方、キ 内黒

へラミガキ へラミガ‘三千 へラミガキ へラミガキ ヘラミ ff3f- へラミカ、守 内黒

へラミガキ へラミ力、今 へラミカ、キ ヘラミ力、キ へラミカ。キ へラミガキ 内黒

~ラミガキ ハケ白 へラミカ‘キ へラミカ。 へラミガキ ナデ へラミカ。キ 一 内黒

ヘラミガキ ヘラミガキ へラミカ、、キ ナデ へラミカーキ 内黒

へラミガキ へラミ方、キ へラミガキ へラミ li、キ へラミガキ へラミガキ

ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 回転へラ切り

ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 国転へラ切り

ロクロ在 ロクロ痕 ロクロ在 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 回 転 糸 切 り

ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 回転糸切り 墨書

ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロ クロ痕 回転糸切り 墨書

ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 回転糸切り

ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ロクロ痕 ヘラ切り

」ー一一四

出 土土器表 III



発鍾調査風最

遣縁遠最

図版 1
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.'号住居跡とデリット調査

.，号住居.

図版2
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第 1号住居跡

遺物出土状態

第 1号住居跡

カマ ドと出土土銭

4 ‘... ¥ 
;..ξ 

第 1号住居跡 民 ~- ._ 量

カマ F -p d 
込"

図版3
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第 2~住居跡

守.

t;3号{中央)・44事{右上)住腸跡

図版4

一-44-
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第 2~事住居跡

カマド

第 3号住居続

カマド

114号住居Z事

カマド

図版5
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図版6
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第 5(中央)・IH号(左下)

住居棒

第 5号住居跡

カマド

第 6号住居E車

カマド



第 7号住居跡

カマド

第 7 骨住居跡

図版7

一-47 -ーー



高ま革

第7号住居跡渇鋤出土状態

図版8

~ 8 ー

第 7号住居跡

出土i量鋤状態

土飯器杯{右上}と

須態様杯(ti;下)

護

、



第 8~争住居跡

カマド

11 8 号住居'*

図版9
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4 

図版10 第 1号住居跡出土遺物 (1)
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/ 

与J

13 14 

図版11 第 t帯住居館出土遺鋤 (2)
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--~ 15 

17 

~ ， 19 

制服10の 1 土器底部 図版10内 2 じ秘底部

問販ゅの 2 t 器廃部 図版10内 l 上醤底辺

図版12 第 1号住居跡出土遺鋤 (3)
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副版10の 5 土昔軍隊加
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図版I:jの3 議得上総

4 

図版13 第2号(上)・第 3号 (中)・第4号(右下)・第5号(左下)出土遺物
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回E 自11

図版14 鯨 6号(Jユ}・111号住居館出土遺物
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、司、- ~ーが 5 

11 

間隙14(1)3 土 器底部1

、‘ {7 
;~〆 9

図版目的10 土 器底部

図版15 第 7号住居跡出土遺物
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6 

図版16 1匹H事住IU事出土遺物
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図版17 その他の出土遺物
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2 3 、
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へ
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L 

4 5i主去斗6

骨量画調司霊

~ 胸部外而1 刷 IHI

記 決 胸部外l雨 へ守 i庁キ

3 蛍胸部外語 へ号ミガキ

4 3提芸員部外福嶋邑目と倹ナデ

5 集積筋肉蘭刷も目

6 ~腕部 外荷 へラミザキと串『も日

7 鐙鎖部 外編 へ号ミ ガキ

7 

、
図版18
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